
ドキドキ!!まいぶんシリーズ　スペシャルイベント

茶道教室「野点」

夏休み自由研究プロジェクト
合同プレゼン＠アイメッセ山梨

の だ て

クイズの答え → 火熨斗：昔のアイロン。炭を入れて使う。　口籠：馬の口につける籠。道草を食ったり、人に噛み付くのを防ぐ。

５月から全６回のシリーズで実施してきた、ドキドキ!!ま

いぶんシリーズの茶道教室は、７月１７日に最終回を迎えました。

最終回では野点（屋外で行うお茶会）を行い、普段茶道教室に

参加していないお友達も、お茶を楽しみに来てくれました。

先生からお借りした傘と緋毛氈を設置すると、グッとお

茶会の雰囲気が醸し出されます。参加者の一人は浴衣を着て

きてくれました。５回の練習で習得したお点前を披露し、お友

達やご家族の方にお茶を振る舞いました。

今年度の茶道教室はこれで終了しますが、奥が深い茶の道。

機会があれば、その世界にまた触れてもらいたいです。

７月１９日（月・海の日）、毎年恒例の夏休み自由研究

プロジェクト合同プレゼンに、埋文・歴民も参加してきま

した。今年は、県内のミュージアム２１館が参加しました。

埋文・歴民のブースでは、おなじみの民具クイズと、縄文土器の網代痕を

フェルトで再現する「縄文あみもの体験（コースター

作り）」を行いました。

「縄文あみもの体験」では、５色のフェルトから好

きな色２色を選び、見本を参考にして編んでいきます。

「網代痕」とは、縄文人が土器を作る時に、土器の下に敷

いた布（これを「網代」と呼びます。竹などの植物を薄く

したものを編んだと考えられています）の編み目が、土

器の底に痕としてうつったもの。網代痕を見ると、縄文人

がどのような編み物を作っていたかが分かります（その他

に、土器の下には葉っぱなども敷きました）。その編み物を

フェルトで再現し、今回はコースターを作りました。

民具クイズには、火熨斗と口籠と日時計を持っていきました。日時計は分かると思い

ますが、火熨斗と口籠は何に使う道具でしょうか？　答えはページ下部にあります。

合同プレゼンでは、それぞれのミュージアムが、自由研究のヒン

トを趣向をこらして準備していました。夏のお出掛けシーズンに、

ぜひ様々なミュージアムを訪ねてみてください。

県内のミュージアムをインターネットで調べる際は、県内の１１４のミュージアムが
参加している「ミュージアム甲斐・ネットワーク」のホームページを参考になさって
ください。

http://wwww.pref.yamanashi.jp/gakujutu/
kikaku/museumukainetwork.html
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入会金：１０００円　年会費：１０００円

＝編集後記＝
　

いよいよ、子ども達が待ちに待った夏休みの始まりです！

アイメッセでのプレゼンや、にらみんでの縄文体験イベント

には、さっそくたくさんの子ども達がやってきてくれまし

たよ～。何か自由研究のヒントは見つかったかな？頑張っ

て作った土偶や縄文染めは、宿題に出せちゃうね！

まいぶん・れきみんは８月２２日まで無休期間となって

おります。れきみんでは企画展も開催中。この機会にぜひ、

お出かけ下さい。

７月２５日（日）は、北杜市のお隣の韮崎市にある韮

崎市民俗資料館において、縄文王国山梨の巡回イベン

ト、「Let'sじょうもん体験inにらみん」がありました。

かやぶんからもスタッフ２名が参加しました。

館内では縄文服と縄文クイズ、屋外では弓矢体験と

石器体験、火起こし、縄文染め、蔵屋敷の中では土偶

作りを体験できました。気温がすごく高かったので、

屋外での体験は小さな子ども達にとって大変かな、

と思ったのですが、暑さに負けずにイベントを楽し

んでくれました。

韮崎市民俗資料館の裏手に移築されている蔵屋敷

は、イベントをするのにもってこいの場所です。今回

は土偶作りをしました。みんな、かわいい土偶を作っ

てくれました。

弓矢体験は、特に男の子達に大人気。資料館裏手の

林に置かれた獲物パネルを標的に、矢を放ちます。

火起こしは、子ども達だけでなく、お父さんが熱中

するご家族も多かったです。火を起こせた時の満足

した表情が忘れられません。

右上の写真は、縄文染めでみんなが作ってくれた

バッグです。今回はドングリを使用。きれいな濃い色

が出ました。参加者それぞれが絞りをつけて、格好い

いバッグを作ってくれました。

次回の巡回イベントは、来年１月に釈迦堂遺跡博

物館で開催する予定です。

縄文王国山梨巡回イベント
参加報告＠ にらみん（７/2５）

＝ご寄付＝
上野 みよ子 様　小野 孝子 様　五味 與志男 様
柴山 裕子 様 　原 明美 様　  八代 謹蔵 様

　以上の方々にご寄付をいただきました。誠に
ありがとうございました。

今回の企画展では、高度経済成長期以前の、昭和３０年

代頃のケの日、つまり日常の、一日を通しての食の風景に

ついて、民具や写真パネル等で紹介しています。その他、

地域・季節で特徴的な食事や、甲州名物ホウトウについ

ても展示しています。ぜひ、お越しください。

明野歴史民俗資料館第１４回企画展

「食の歳時記」 開催中

期間：平成２２年６月２８日（月）～９月３０日（木）
　　 土日祝日は休館。ただし、７月２２日～８月２２日は無休。

時間：午前９時３０分～午後５時
　　 （ただし、入館は午後４時３０分まで）

入館料：無料

「食の歳時記」

土偶作り土偶作り

火起こし火起こし

弓矢弓矢

縄文染め縄文染め
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